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「消費主義」のメガネを掛け替える時が来た 

20 世紀は「消費主義」の世紀でした。大量の財を手に入れ、より多くのサービスを利用

できるようになったら人は幸せになれるという考え方が物質主義です。「メディア」はこ

の考え方の伝道者として大きな役割を果たし、更にグローバル化の大波が全世界に物質主

義を定着させてしまいました。このような中で生まれ育ってきた私たちもまた、無意識の

うちにこの考え方を「あたりまえ」のように受け入れてきたと言えます。結果として、人

のいのちよりも経済を優先させる社会がやってきています。 

真理を教える聖書はこのような教えに真っ向から対決する生き方を示しています。裸で

誕生し、また裸で死んでいく私たちに、金持ちになりたがる誘惑を戒め、「満ち足りる心

を伴う敬虔」の大切さを教え、神から託されたすべて（お金、時間、賜物などを含む）用

いて隣人に仕えること、隣人を愛することを勧めています。 

今、私たちに求められていることは、心を新たにして、自分が無意識のうちに掛けてき

た物質主義というメガネを外し、人のいのちを大切にするメガネをつけることです。 

国際協力の現場においても、子どもにお金やモノを与えることで愛を注いでいると錯覚

してきた親と同じ間違いを犯す危険性があります。いのちを大切にする 21世紀型の関わ

りが求められています。 
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